

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































交史料館）。   
－72－ －73－
清末の日本人教習の「行動」と「思想」―京師大学堂師範館正教習服部宇之吉を中心に―
政策や施設の成否は教育の発展に大きく関わっているので、服部のような
教育家は単に教習のみならず、学部の諮問役にも担当させれば、大きな効
果が挙げられると説得した。しかしながら、厳修は清国の教育界では服部
博士の閲歴や人格や学識や清国教育対する努力がよく認められているから
こそ、契約の延期を要請したと説明し、「契約ニ書キ加フルコトハ従来ノ
慣例ニ反スルノミナラス原来同博士トノ契約者ハ大学堂ノ監督ナレハ相互
ノ契約事項ハ単ニ同校教育ノ一部ニ限ラレ学部諮詢云々ハ其範囲外ニ属ス
ルヲ以テ形式上穏当ナラサルノ嫌ヒアリ」というので、その要求に応じ難
いと断った。その後、学部尚書栄慶への勧告をしたが、「何分部内ノ反対
多ク又尚書等ニ於テモ絶対ニ之ヲ好マサル模様」という返事を得た。（77）
　従って、林公使は利権回収に伴う外国人教習の排斥が盛んに唱えられて
いた雰囲気では清国の教育管理者は外国人の教育行政への参与に賛成する
見込みはないし、「此上強テ迫マルトキハ假リニ多少希望ヲ達シ得ルトス
ルモ只徒ラニ先方ノ感情ヲ害スルノミニテ実際何等ノ効果無之次第候」と
いう場面になりかねないので、「此以上ノ手間ヲ取ルコトヲ見合」せ、清
国の服部博士へ信頼を持って「彼我ノ関係ヲシテ益々密接タラシメ着々実
績ヲ挙クル」方こそが万全の策であると提案した。日本政府はそれを取り
入れたので、服部は前と同じ条件で続けて二年間就任することになったの
である（78）。
終わりに
　服部宇之吉は中国の高等師範教育や女子教育事業の発展の端緒を開き、
中国近代教育史では重要な位置を占めていたことは否めないことである。
しかしながら、こういう「努力」の背後には中国教育主権の取得とうい意
識が潜んでいたのである。服部は中国教育界の顧問になることはできなか
ったが、その役割は全然顧問に負けないといっても過言ではなかろう。
　帰国後、服部は東京帝国大学に戻って中国哲学を教授し、1915年にハー
（77）外務省外交史料館（1909）清國ニ招聘セラル居ル服部文學博士ニ関スル件回答（外務省外
交史料館）。
（78）外務省外交史料館（1909）清國ニ招聘セラル居ル服部文學博士ニ関スル件回答（外務省外
交史料館）。
－74－
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バード大学で客員教授として儒教に関する講義を行ない、帝国学士院会員、
東大文学部長、京城帝国大学総長、国学院大学学長、斯文会の副会長を務
めたこともあり、教育界でも名を馳せている一方、1921 年から東宮職御
用掛り、後は宮内省御用掛りになり、皇室との関係が深くなった。また、「義
和団賠償金」の返還事業の展開に伴い、服部は対支文化事業調査会の会長、
東方文化事業総委員会の委員、北京人文科学研究所の副総裁、東方文化学
院の理事長、東方文化学院東京研究所の所長、（新）東方文化学院の理事
長・院長を歴任し、そして、日華学会の理事、満日文化協会の理事・評議
員も務め、中国と大きな関わりを持つ人物となった。
　ところが、「服部宇之吉作为一位研究中国哲学思想的学者，尽全力创立
了一个从根本上适应日本天皇制利益的新学派」（79）と述べられるように、
漢学者として伝統的な儒教を日本軍国主義のために改造させたり、対外侵
略の行為を美化する言論を発表させたりし、ファシズムを唱える学者にな
ったが、それは本人の中国認識と深い関係があるのではないかと思われる。
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